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▲男子グループ優勝は「福田ファーム」チーム！

『第３回うずら綱引き祭』『第３回うずら綱引き祭』

▲今年もあっさぶメークインのジャンボコロッケが見事に揚がりました！

『第 21 回あっさぶふるさと夏まつり』『第 21 回あっさぶふるさと夏まつり』

▲たくさんの方にコロッケが振舞われました！　　▲大江 裕 さん と 葉月みなみ さんの歌謡ショー

▲今年も巨大ウォータースライダーに大はしゃぎ！ ▲カラオケ大会優勝は、
　　成田弘美さん（江差町）

▲中学生バンド Bouba kiki のライブ！

▲㈱桧山電気工業の
　高所作業車体験

▲戸長役場設置 150 周年記念餅まき！ ▲はぜる園児によるコロッケダンス！ ▲オールディーズバンド
　演奏で雨の中のダンス！

▲たくさんの声援を受けての男子・決勝戦　（「福田ファーム」　対　「木間内馬鈴薯部隊」）

▲女子・中学生グループ優勝は
　「はぜる☆どりぃむパワー」チーム！

▲どのチームも団結力が
　素敵でした！

▲大盛り上がりの〇×クイズ、じゃんけん大会 ▲ＯＹＡＺＺＹのバンドライブ！

▲年長児たちも、力いっぱい綱引き！
　将来の優勝候補！？

▲男子チームは 500 ㎏の体重制限があり、　
　公開体重測定でも大いに盛り上がりました！

　７月 18 日（土）　７月 18 日（土） 　６月 27 日（土）　６月 27 日（土）
あ
っ
さ
ぶ
の 

祭祭

▲大抽選会、
　当たってうれしい！

▲役場チームが実行委員長賞
　をいただいちゃいました！

kg

なんとピッタリ

たか～い！たか～い！

あっさぶちょう！　だいすき～！あっさぶちょう！　だいすき～！

お～！お～！
おおきい～！おおきい～！
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（祝） 

全
国
大
会
出
場
＆
入
賞

　
　
　
　

厚
沢
部
消
防
署
の
２
名
が
快
挙
！

　

７
月
18
日

（土）
、
札
幌
市
に
て
北

海
道
各
地
か
ら
約
１
５
０
名
の
消

防
隊
員
が
集
ま
る
「
全
道
消
防
救

助
技
術
訓
練
指
導
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

高
さ
15
メ
ー
ト
ル
の
垂
直
な
は

し
ご
を
一
気
に
駆
け
登
る
「
は
し

ご
登
は
ん
」
の
部
で
、
厚
沢
部
消

防
署
の
２
名
の
隊
員
が
素
晴
ら
し

い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
丹
保
潤

隊
員
は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
て
見
事
入
賞
を
果
た
し
、
須

藤
優
輔
隊
員
は
16
秒
２
（
減
点
な

し
）
で
入
賞
し
、
見
事
全
国
大
会

へ
の
出
場
も
決
め
ま
し
た
。

【
須
藤
隊
員
の
コ
メ
ン
ト
】 

　

「
厳
し
い
訓
練
の
成
果
を
本
番

で
出
し
切
れ
て
本
当
に
嬉
し
い
で

す
。
職
場
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
応

援
が
力
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
大

会
で
も
厚
沢
部
町
の
代
表
と
し
て

誇
り
を
持
ち
、
自
己
ベ
ス
ト
更

新
を
目
指
し
て
全
力
で
挑
み
ま

す
！
」

【
丹
保
隊
員
の
コ
メ
ン
ト
】 

　

「
目
標
の
全
国
大
会
へ
は
あ
と

一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
入

賞
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
こ
の
経

験
を
こ
れ
か
ら
の
救
助
活
動
に
活

か
し
、
さ
ら
に
技
術
を
磨
き
ま

す
！
」

　

次
は
８
月
22
日

（土）
に
新
潟
市
で

開
か
れ
る
全
国
大
会
に
挑
む
須
藤

隊
員
へ
引
き
続
き
熱
い
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

▲全道大会で入賞した丹保隊員（左）と
　全国大会出場を決めた須藤隊員（右）

 

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り

　

富
里
・
当
路
町
内
会
が
備
品
を
整
備

　

宝
く
じ
の
助
成
事
業
は
、
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〇
富
里
町
内
会
・
テ
ン
ト
等
を
整
備

　

富
里
町
内
会
で
は
、
宝
く
じ
の

助
成
金
を
活
用
し
、
簡
単
テ
ン
ト

４
張
や
、
お
祭
り
で
使
用
す
る
太

鼓
等
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

富
里
町
内
会
の
松
橋
保
美
会
長

は
「
助
成
を
受
け
て
整
備
し
た
備

品
を
活
用
し
て
、
お
祭
り
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
よ
り
活
発
に

し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

述
べ
ま
し
た
。

〇
当
路
町
内
会
・
災
害
対
策
用
備

品
を
整
備

　

当
路
町
内
会
で
は
、
宝
く
じ
の

助
成
金
を
活
用
し
、
発
電
機
２
機

や
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
等
、
災
害

対
策
用
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

当
路
町
内
会
の
齊
藤
克
也
会
長

は
「
災
害
が
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
備
品
を

活
用
し
、
日
頃
か
ら
防
災
訓
練
を

行
っ
て
、
防
災
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

▲富里町内会に整備されたテント等

▲当路町内会に整備された災害対策用備品

問合せ先：住民税務課課税収納係　☎６４－３３１３

（第１期）国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料
（第２期）固定資産税

納期限は７月31日（金）

納付を忘れていませんか？

第
２
回
町
議
会
臨
時
会

　

令
和
８
年
『
第
２
回
厚
沢
部
町
議
会
臨
時
会
』
が
６
月
30
日

（火）
に
開
催
さ
れ
、

議
長
の
辞
職
許
可
お
よ
び
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
案
が
審
議
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
８
月
号
』
及
び
『
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
を
追
加

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、

１
０
０
３
万
２
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
74
億
５
３
８
７
万
８

千
円
と
し
ま
す
。

　

補
正
の
内
容
は
、
移
住
促
進
滞

在
施
設
建
設
工
事
基
本
・
実
施
設

計
委
託
料
で
、
内
閣
府
の
地
域
未

来
交
付
金
に
採
択
さ
れ
て
い
る

「
子
育
て
家
族
に
向
け
た
や
わ
ら

か
な
定
住
・
二
地
域
居
住
促
進
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
短
期
滞
在

か
ら
移
住
・
定
住
へ
と
つ
な
げ
る

た
め
の
「
移
住
促
進
滞
在
施
設
」

建
設
に
向
け
た
基
本
設
計
・
実
施

設
計
を
行
う
も
の
で
す
。

議
長
の
辞
職
を
許
可

　

議
長
の
辞
職
が
許
可
さ
れ
、
新

議
長
に
佐
々
木
宏
議
員
、
新
副
議

長
に
濵
塚
久
好
議
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

▲佐々木宏議長▲濵塚久好副議長

　
農
業
委
員
を
改
選
し
ま
し
た

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

【
会
長
・
会
長
代
理
を
選
任
】

　

農
業
委
員
の
任
命
式
が
７
月
22

日
（水）
に
行
わ
れ
、
14
名
が
農
業
委

員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

令
和
11
年
７
月
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

　

任
命
式
終
了
後
に
は
初
め
て
の

総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
外
﨑

明
委
員
、
会
長
職
務
代
理
者
に
𠮷

田
藍
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
中
館
か
ら
高
橋
亮

太
氏
、
中
立
委
員
と
し
て
尾
山
浩

崇
氏
の
２
名
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

外
﨑
会
長
は
、
就
任
あ
い
さ
つ

で
「
新
し
く
任
命
さ
れ
た
農
業
委

員
と
と
も
に
一
丸
と
な
っ
て
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
に
取

り
組
み
、
ま
た
、
農
地
の
守
り
手

と
し
て
地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く

し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

農
業
委
員
の
紹
介
（
議
席
番
号
順
）

【
会　

長
】

　

外　

﨑　
　
　

明　

委
員

【
会
長
職
務
代
理
者
】

　

𠮷　
田　
　
　

藍　

委
員

【
各
委
員
】

★
尾　

山　

浩　

崇　

委
員

　

下
川
部　

和　

宏　

委
員

　

奈　

良　

和　

人　

委
員

　

西　

口　

智　

章　

委
員

　

木　

口　

幸　

弘　

委
員

　

斉　

藤　

和　

博　

委
員

　

木　

村　

卓　

也　

委
員

　

佐　

藤　

美
登
子　

委
員

　

佐　

藤　

貴　

彦　

委
員

　

川　

口　
　

豊　
　

委
員

★
高　

橋　

亮　

太　

委
員

　

前　

田　

秀　

幸　

委
員

　
　
　
　

（
★
は
新
任
委
員
）

【
重
責
に
感
謝
】

　

今
回
の
改
選
で
、
２
名
の
方
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
栄
の
佐
藤
龍
也
さ
ん
は
通
算

４
期
12
年
、
中
立
委
員
の
由
利
昭

人
さ
ん
は
３
期
９
年
の
期
間
に
わ

た
っ
て
農
業
委
員
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
重
責
を
長
い
間
務
め
、
厚

沢
部
町
農
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
、
感
謝
状
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・

　

相
続
等
の
農
地
に
関
す
る
事

　

は
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

（
☎
６
４
‐
３
３
１
４
）
へ

 

全
道
大
会
出
場

 

中
学
生
を
激
励

 

７
月
23
日
（
木
）、
中
学
生
代
表

者
４
名
が
、
町
長
室
を
訪
れ
、
檜

山
中
体
連
大
会
の
結
果
、
全
道
大

会
の
出
場
権
を
得
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
「
厚
沢
部
町
代
表

と
し
て
、
自
己
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ

る
よ
う
頑
張
っ
て
き
ま
す
！
」
と

力
強
い
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
自
分
の
力
を
信
じ
て

精
一
杯
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

檜
山
中
体
連
大
会
結
果
お
よ
び

全
道
大
会
の
日
程
は
８
ペ
ー
ジ
に

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▲左から、松原さん、宮田さん、髙橋さん、京谷さん
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素敵な過疎のまちのあゆみ

　

７
月
１
日

（水）
、
本
格
焼
酎
「
喜
多
里
を
楽
し
む
夕
べ
」
（
札

幌
酒
精
工
業
㈱
主
催
）
が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
で

行
わ
れ
、
町
民
や
檜
山
振
興
局
職
員
な
ど
町
内
外
か
ら
約

２
０
０
名
が
集
ま
り
、
用
意
さ
れ
た
何
種
類
も
の
喜
多
里
を

思
い
思
い
の
飲
み
方
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

毎
回
恒
例
の
、
喜
多
里
の
三
升
甕
な
ど
の
豪
華
景
品
が
当

た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　

喜
多
里
を

　
　

楽
し
む
夕
べ

▲喜多里の三升甕が当たり、毛利代表取締役社長（左）と記念撮影

　

７
月
７
日

（火）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
で
「
七
夕
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
は
先
生
に
よ
る
七
夕
に
ま
つ
わ
る
劇

を
鑑
賞
し
た
後
、
七
夕
の
行
事
で
も
あ
る
、「
ロ
ー
ソ
ク
も

ら
い
」
を
園
内
で
行
い
、「
ロ
ー
ソ
ク
一
本
頂
戴
な
！
」
と

元
気
な
声
で
歌
い
な
が
ら
、
園
内
各
所
に
い
る
先
生
達
か
ら

お
菓
子
を
も
ら
い
ま
し
た
。
昼
食
で
は
七
夕
限
定
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー（
七
夕
そ
う
め
ん
や
七
夕
キ
ラ
キ
ラ
ゼ
リ
ー
）

を
食
べ
、
七
夕
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ロ
ー
ソ
ク
も
ら
い

　

夏
の
行
事
を

　
　

実
際
に
体
験

　

７
月
７
日

（火）
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
内
閣
総
理
大
臣

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
式
が
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で
行

わ
れ
、
函
館
保
護
観
察
所
・
下
野
博
史
所
長
か
ら
佐
藤
町
長

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。『
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
』
は
全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
の
改
善
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。
町

で
は
、
保
護
司
会
や
更
生
保
護
女
性
会
等
が
中
心
と
な
り
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

道
民
総
ぐ
る
み
運
動
北
海
道
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

安
心
で
安
全
な

　

地
域
社
会
を

　
　

築
く
た
め
に

▲地域が一丸となって安心安全な社会を目指しましょう

▲何をお願いしたのかな？

－教育委員会だより－

心豊かに学び、 厚沢部町の未来を拓く人を育む

教育委員会だより

文責　厚沢部町教育委員会

令和８年（2026 年）８月

No.33

義務教育学校の開校に向けて
　６月 17 日（水）に、第１回厚沢部町義務教育
学校整備検討委員会が開催され、令和 12 年度
の義務教育学校開校に向けた取組がスタート
しました。

　

６
月
25
日

（木）
～
26
日

（金）
に
、
厚
沢

部
小
・
館
小
の
合
同
修
学
旅
行
（
昨

年
度
か
ら
町
創
造
の
翼
事
業
と
し
て

全
額
助
成
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

厚
小 

・
館
小
　
合
同
修
学
旅
行

厚
中
　
修
学
旅
行
報
告
会

　

厚
沢
部
町
「
創
造
の
翼
事
業
」

と
し
て
実
施
さ
れ
た
厚
沢
部
中
３

年
生
の
修
学
旅
行
（
４
月
15
日
～

18
日
）
の
報
告
会
が
、
７
月
６
日

（月）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
に
よ
る
各
種
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使

し
た
資
料
が
効
果
的
に
活
用
さ

れ
、
各
自
が
平
和
学
習
で
学
ん
だ

こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
の
厚
沢
部
町

へ
の
提
言
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
小
学
校
修
学
旅
行
の
報

告
会
は
後
日
実
施
予
定
で
す
。

８
月
の
主
な
行
事

12
日

（水）
学
校
閉
庁
日
①

13
日

（木）
学
校
閉
庁
日
②

14
日

（金）
学
校
閉
庁
日
③

24
日

（月）
２
学
期
始
業
式

第１回義務教育学校整備検討委員会のようす

校舎やその他施設の立地イメージ（概略プランから）

校舎１階中央部のイメージ（概略プランから）

１日目 弘前市内自主研修 弘前城にて

２日目 三内丸山遺跡にて

　

２
日
目
は
浅
虫
水
族
館
、
ね
ぶ

た
の
家
ワ
・
ラ
ッ
セ
、
三
内
丸
山

遺
跡
を
訪
れ
、
両
校
の
児
童
が
交

流
と
絆
を
深
め
る
有
意
義
な
２
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

ポスターセッションのようす

　会議冒頭に、厚沢部中学校学校運営協議会の
香川直樹氏を委員長、館小学校学校運営協議会
の山田克哉氏を副委員長に選任しました。　
　会議後半は、５月末に採用が決まった校舎概
略プラン（㈱アトリエブンク）を基に、校舎設
計に係るグループ協議を行いました。
　今後は７月 15 日（水）開催の施設部会を皮切
りに、教育課程部会・学校運営部会・地域連携
部会の４つの部会で、義務教育学校開校に向け
た実務の検討を行う予定です。



9 8

　

６
月
30
日

（火）
・
７
月
１
日

（水）
に

檜
山
中
体
連
球
技
大
会
が
檜
山
管

内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
野
球
部
】
３
位

（
厚
沢
部
・
乙
部
合
同
）

準
決
勝　

　

対　

江
差
Ｂ
．
Ｃ
．
９
‐
８
負

全
道
大
会
開
催
予
定

〇
羽
球
大
会

　

期
日　

７
月
29
日

（水）
～

　

会
場　

札
幌
市

〇
卓
球
大
会

　

期
日　

８
月
５
日

（水）
～

　

会
場　

札
幌
市

〇
陸
上
大
会

　

期
日　

７
月
27
日

（月）
～

　

会
場　

旭
川
市

〇
柔
道
大
会

　

期
日　

７
月
29
日

（水）
～

　

会
場　

千
歳
市

【
卓
球
部
】

男
子
団
体
戦 

４
位

　

対　

奥
尻　
　
　

３
‐
２
負

　

対　

上
ノ
国　
　

５
‐
０
負

　

対　

江
差
北　
　

３
‐
２
負

女
子
団
体
戦 

（
オ
ー
プ
ン
参
加
）

　

対　

上
ノ
国　
　

５
‐
０
負

女
子
個
人
戦

全
道
大
会
出
場
権
獲
得
者

　

第
４
位　

尾
山　

雫

　

第
６
位　

髙
橋
真
咲

【
女
子
排
球
部
】
準
優
勝

（
厚
沢
部
・
江
差
北
・
奥
尻
・

乙
部
・
上
ノ
国
合
同
）

檜
山
中
体
連
球
技
大
会

【
羽
球
部
】

男
子
団
体
戦

準
優
勝

檜
山
中
体
連
陸
上
大
会

　

６
月
６
日

（土）
、
檜
山
中
体
連
陸

上
大
会
が
江
差
町
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

全
道
大
会
出
場
権
獲
得
者

　

男
子
走
高
跳
１
位　

佐
藤　

匠

　

男
子
走
幅
跳
１
位　

佐
々
木
陸

　

男
子
砲
丸
投
１
位　

板
坂
彪
我

　

男
子
400
ｍ
Ｒ
１
位

　

佐
々
木
海
晟･

佐
々
木
陸･

工
藤･

尾
山
・
桜
庭

　

女
子
100
ｍ
１
位　
　

京
谷　

澪

　

女
子
走
高
跳
１
位　

中
村
郁
花

　

女
子
砲
丸
投
１
位　

鈴
木
シ
グ
レ

　

女
子
400
ｍ
Ｒ
１
位

　

京
谷
優･

京
谷
澪･

成
田･

石
井
・
佐
々
木

－社会教育通信－ 　　　　　　－教育委員会だより－

　

社
会
教
育
通
信

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
結
果

　

６
月
27
日

（土）
・
28
日

（日）
に
苫
小

牧
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
27
回
ダ

イ
ハ
ツ
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
南
北
海
道
予
選

会
」
小
学
生
Ｃ
１
・
２
年
生
の
部

（
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
）
で
、
細
畑

有
志
さ
ん
（
館
小
学
校
１
年
生
・

館
・
乙
部
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団

お
す
す
め
新
着
図
書

●
「
小
学
生
の
水
泳
最
強
上
達
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ
新
版
」　

森
謙
一
郎(

監

修)

（
メ
イ
ツ
出
版
）

　

泳
ぎ
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い

子
向
け
の
泳
法
指
南
書
で
す
。
ク

ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
バ

タ
フ
ラ
イ
の
四
泳
法
を
学
べ
ま

す
。

●「
は
だ
し
の
ゲ
ン（
コ
ミ
ッ
ク
）」　

中
沢
啓
治(

著)

（
汐
文
社
）

　

戦
中
戦
後
の
激
動
の
時
代
を
生

き
抜
く
少
年
ゲ
ン
の
物
語
、
教
科

書
に
も
掲
載
さ
れ
た
名
作
漫
画
で

す
。
全
10
巻
ま
る
ご
と
一
新
し
ま

し
た
！

檜
山
中
体
連
柔
道
大
会

　

７
月
３
日
（
金
）、
檜
山
中
体

連
柔
道
大
会
へ
出
場
し
た
３
名
全

員
が
優
勝
し
、
全
道
大
会
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

全
道
大
会
出
場
権
獲
得
者

　

男
子
50
㎏
級　

宮
田
稜
士

　

男
子
55
㎏
級　

宮
田
丈
士

　

女
子
63
㎏
級　

加
藤
心
智

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

南
北
海
道
大
会
３
位

南
部
忠
平
記
念
大
会

道
南
チ
ー
ム
優
勝

　

釧
路
市
で
７
月
５
日

（日）
に
開
催

さ
れ
た
第
39
回
南
部
忠
平
記
念
陸

上
競
技
大
会
に
道
南
代
表
選
手
と

し
て
出
場
し
た
服
部
準
大
さ
ん

（
厚
沢
部
小
学
校
６
年
生
・
厚
沢
部

Ａ
Ｃ
所
属
）
が
、
400
ｍ
リ
レ
ー
で

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
（
51
秒
74
）。

準
大
さ
ん
は
道
南
の
ト
ッ
プ
選
手

の
一
人
と
し
て
リ
レ
ー
の
第
１
走

を
務
め
、
見
事
に
大
役
を
果
た
し

ま
し
た
。
日
頃
は
投
て
き
競
技
や

走
幅
跳
を
得
意
種
目
と
し
て
い
る

準
大
さ
ん
で
す
が
、
慣
れ
な
い
リ

レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
を
し
っ
か
り
と

決
め
、
道
南
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢

献
し
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
個
人
種
目
で
エ
ン
ト
リ

ー
し
た
走
幅
跳
で
は
、
リ
レ
ー
の

予
選
・
決
勝
の
合
間
の
競
技
で
し

た
が
、
４
ｍ
54
を
記
録
し
、
第
３

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。 

　

リ
レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
や
バ
ト
ン

ワ
ー
ク
は
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
で
き
た
そ
う
で
す
が
、
走
幅

跳
の
成
績
は
本
人
に
は
納
得
が
い

か
な
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　強烈なスマッシュを打ち込む細畑有志選手　強烈なスマッシュを打ち込む細畑有志選手

　リレーと走幅跳びの２つのメダル　リレーと走幅跳びの２つのメダル
　を獲得した服部準大選手　を獲得した服部準大選手

所
属
）
が
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
有
志
さ
ん
は
５
月
５
日

（火）
に

開
催
さ
れ
た
函
館
地
区
予
選
会
で

第
２
位
と
な
り
全
道
大
会
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
見
事
に
南
北
海
道

大
会
で
入
賞
を
果
た
し
た
有
志
さ

ん
で
す
が
、
本
人
は
う
れ
し
さ
よ

り
も
敗
れ
た
悔
し
さ
の
方
が
大
き

か
っ
た
よ
う
で
す
。 

決
勝

　

対　

檜
山
Ｓ
ｆ
ｉ
ｄ
ａ

　
　
　
　

25
‐
13
、
25
‐
９ 

負

　

対　

瀬
棚　
　
　

０
‐
２
勝

　

対　

北
檜
山　
　

１
‐
２
勝

　

対　

今
金　
　
　

２
‐
０
負

女
子
団
体
戦

準
優
勝

　

対　

今
金　
　
　

０
‐
２
勝

　

対　

北
檜
山　
　

２
‐
１
負

　

対　

Ｅ
ｃ
ｌ
ａ
ｒ
０
‐
２
勝

男
子
個
人
戦
シ
ン
グ
ル

全
道
大
会
出
場
権
獲
得
者

　

準
優
勝　

髙
橋 

龍
ノ
介

男
子
個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス

全
道
大
会
出
場
権
獲
得
者

　

準
優
勝　

伊
藤
琉
生
・
松
原
璃
侑
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７
月
６
月

（月）
～
10
日

（金）
に
、
沖

縄
県
在
住
の
ブ
リ
ン
ト
ン
海
斗
さ

ん
（
小
学
２
年
生
）
が
館
小
学
校

へ
小
学
生
留
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
夏
に
引
き
続
き
２
回
目
の

留
学
で
す
。
母
語
が
英
語
で
日
本

語
学
習
中
の
彼
は
、
「
ま
た
み
ん

な
に
会
い
た
い
」
と
１
年
間
日
本

語
の
学
習
に
励
み
、
ひ
ら
が
な
の

読
み
書
き
を
マ
ス
タ
ー
し
て
戻
っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

滞
在
中
は
、
海
斗
さ
ん
が
大
好

き
な
ク
ワ
ガ
タ
捕
り
に
夢
中
に
な

り
ま
し
た
。
在
校
生
と
と
も
に

ク
ワ
ガ
タ
を
囲
ん
で
「
ほ
し
い
」

小
学
生
留
学
、
約
１
年
ぶ
り
に
再
訪
問

地
域
魅
力
化

地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
あ
げ
る
」
「
だ
れ
が
と
っ
て
き
た

の
？
」
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
語

の
壁
を
越
え
て
交
流
を
重
ね
ま
し

た
。
ま
た
、
国
語
の
授
業
で
は
「
お

お
き
な
か
ぶ
」
に
挑
戦
し
、
「
う

ん
と
こ
し
ょ
、
ど
っ
こ
い
し
ょ
！
」

と
元
気
な
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
楽
し
み
ま

し
た
。

　

在
校
生
た
ち
は
、
海
斗
さ
ん
が

困
っ
て
い
る
と
優
し
く
手
伝
っ
た

り
、
収
穫
し
た
て
の
野
菜
を
お
す

そ
分
け
し
た
り
と
、
常
に
相
手
を

思
い
や
っ
て
行
動
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
は
言
葉
が
通
じ
る
か
不

安
そ
う
だ
っ
た
児
童
た
ち
も
、
海

斗
さ
ん
に
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
ゆ

っ
く
り
と
話
し
て
み
る
な
ど
、
試

行
錯
誤
し
て
積
極
的
に
関
わ
り
を

持
と
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
別
れ
の
時
に
は
、
児
童
た
ち

か
ら
「
ま
た
厚
沢
部
に
来
て
ね
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
、
海
斗

さ
ん
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

【
地
域
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

宮
脇　

い
ず
み
】

▲笑顔で授業を受ける海斗さん

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
北
村
で
す
。
７
月
で
厚
沢

部
町
に
引
っ
越
し
て
来
て
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
。つ
い
先
日
、引
っ

越
し
て
き
た
ば
か
り
の
よ
う
に
感

じ
ま
す
が
、も
う
１
年
・・・
。
あ
っ

と
い
う
間
で
す
。

　

こ
の
１
年
、「
協
力
隊
と
し
て

私
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
？
」
を

模
索
す
る
中
で
、
子
育
て
を
し
て

い
る
私
自
身
も
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
感
じ
た
『
親
が
頑
張
り
す
ぎ
な

く
て
も
、
ゆ
る
や
か
に
地
域
と
繋

が
り
な
が
ら
、
子
ど
も
が
の
び

の
び
遊
べ
る
場
』
を
創
ろ
う
と
、▲親子でのびのび遊べる場を企画しています！

『
あ
っ
さ
ぶ
で
あ
そ
ぼ
う
！
』
と

い
う
企
画
を
４
月
よ
り
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

４
月
は
総
合
体
育
館
で
「
ギ
ネ

ス
記
録
を
持
つ
紙
飛
行
機
を
折
っ

て
み
よ
う
！
」
５
月
は
鶉
地
区
ふ

れ
あ
い
広
場
で
「
割
れ
に
く
い

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
を
つ
く
っ
て
あ
そ

ぼ
う
！
」
６
月
は
中
館
の
農
家
さ

ん
の
畑
で
「
露
地
ア
ス
パ
ラ
を
収

穫
し
て
食
べ
て
み
よ
う
！
」
と
い

う
企
画
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
①
身
近
な
も
の
で
工
夫
し
て

で
き
る
こ
と
」、「
②
季
節
や
自
然

を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
」、「
③
厚
沢

部
の
資
源
（
環
境
や
施
設
等
）
を

活
か
す
こ
と
」
と
い
う
3
つ
の
軸

で
毎
回
異
な
る
『
テ
ー
マ
』
を
決

め
て
、
企
画
し
て
い
ま
す
。

▲切る場所はここでいいの？

　

小
さ
な
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
運
営
し
て
み
る
と
、
や
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
！
（
笑
）
だ
か

ら
こ
そ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
る
お

母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、「
企
画
し

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
～
！
」「
子

ど
も
た
ち
楽
し
ん
で
る
よ
！
」
と

声
を
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
。
私

ひ
と
り
で
は
な
く
、
み
ん
な
と
一

緒
に
子
ど
も
が
の
び
の
び
遊
べ
る

場
を
創
れ
て
い
る
よ
う
で
、
と
て

も
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
周
り
の
方
の
お
力
を
借

り
な
が
ら
、“

あ
っ
さ
ぶ
の
素
敵”

を
感
じ
ら
れ
る“

親
子
で
の
び
の

び
遊
べ
る
場”

を
創
っ
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

（
北
村　

奈
津
希
）

▲自然と交流が生まれます

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
係

子
育
て
支
援
係
だ
よ
り

だ
よ
り

《
児
童
扶
養
手
当
》

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を

助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
の
制
度
で
、
受
給
資
格
者

は
、
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児

童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

者
）
を
監
護
し
て
い
る
父
又
は
母

や
、
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
（
児

童
が
心
身
に
一
定
の
障
害
を
有
す

る
場
合
は
、20
歳
未
満
ま
で
支
給
）

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害

　

（
国
民
年
金
の
障
害
等
級
１
級

　

相
当
）
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

　

な
い
児
童

⑤
父
又
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年

　

以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ

　

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
又
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以

　

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
母
が
未
婚
で
生
ま
れ
た
児
童

⑨
父
母
と
も
不
明
で
あ
る
児
童

★
支
給
額
（
月
額
・
対
象
児
童
が

　

１
名
の
場
合
）

〇
全
部
支
給
…
４
８
，
０
５
０
円

〇
一
部
支
給
…
所
得
に
応
じ
て　

４
８
，
０
４
０
円
か
ら
１
１
，
３
４
０

円
ま
で
10
円
刻
み
の
額

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》

　

身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
満

20
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
増
進
を

図
る
た
め
の
制
度
で
、
受
給
資
格

者
は
、
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ

る
児
童
の
父
も
し
く
は
母
、
又
は

父
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
で
す
。

★
支
給
額
（
月
額
）
は
、

〇
１
級　

５
８
，
４
５
０
円

〇
２
級　

３
８
，
９
３
０
円

　

両
手
当
は
住
所
地
の
役
場
で
認

定
請
求
書
を
提
出
し
知
事
の
認
定

を
受
け
た
後
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
問
合
せ
先　

子
育
て
支
援
係
・

福
祉
係　
　

☎
６
４-

３
３
１
９

　

プ
ロ
マ
ネ

　

プ
ロ
マ
ネ
ノ
ー
ト

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ  

あ
っ
さ
ぶ
！

あ
っ
さ
ぶ
！

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

こ
ど
も
園
で
ハ
ワ
イ
特
別
レ
ッ
ス
ン

こ
ど
も
園
で
ハ
ワ
イ
特
別
レ
ッ
ス
ン

　

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
！
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
蔡
で
す
。

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
（
ア
ロ
ハ
）
は
ハ
ワ

イ
語
。
愛
や
敬
意
、
思
い
や
り
を

込
め
た
挨
拶
だ
そ
う
で
す
。

　

あ
る
日
、
娘
が
「
ハ
ワ
イ
っ
て

暑
い
と
こ
ろ
だ
よ
ね
」
と
話
し
か

け
て
き
ま
し
た
。「
え
？
ハ
ワ
イ

も
知
っ
て
る
の
？
」と
び
っ
く
り
。

「
だ
っ
て
ハ
ワ
イ
か
ら
の
お
友
達

が
は
ぜ
る
に
い
る
ん
だ
も
ん
」
と

娘
。

　

ま
も
な
く
、
こ
ど
も
園
に
て
ハ

ワ
イ
か
ら
の
留
学
児
の
お
母
さ
ん

で
あ
る
ジ
ュ
リ
ー
さ
ん
に
よ
る
ハ

ワ
イ
の
特
徴
や
文
化
を
紹
介
す
る

「
ハ
ワ
イ
特
別
レ
ッ
ス
ン
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
の
青
い
海

や
虹
色
の
か
き
氷
の
写
真
に
、
子

ど
も
た
ち
は
目
を
き
ら
き
ら
。
ハ

ワ
イ
と
い
え
ば
、
や
は
り
ハ
ワ
イ

ア
ン
・
レ
イ
。
首
に
か
け
る
飾
り

で
、
お
祝
い
や
歓
迎
、
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
と
き
に
贈
る
も
の

で
す
。
こ
の
日
は
、
ジ
ュ
リ
ー
さ

ん
が
厚
沢
部
町
に
来
る
前
か
ら
用

意
し
て
く
れ
て
い
た
、
た
く
さ
ん

の
紙
製
の
お
花
を
使
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
も
レ
イ
の
工
作
に
挑
戦
。

一
人
ひ
と
り
が
大
切
な
人
を
想

い
、
レ
イ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
レ
ッ
ス
ン
の
日
の
お
迎

え
の
と
き
、
娘
が
「
お
か
あ
さ

ん
、
リ
ュ
ッ
ク
に
レ
イ
が
入
っ
て

る
よ
。
お
母
さ
ん
に
あ
げ
る
か

ら
、
帰
っ
て
か
ら
つ
け
て
あ
げ
る

ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
レ
イ
は
自
分
の
た
め
に
作

る
も
の
で
は
な
く
、
大
切
な
人
を

思
い
な
が
ら
気
持
ち
を
込
め
て
作

り
、
そ
の
人
に
贈
る
も
の
だ
と
教

え
て
も
ら
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の

優
し
い
心
を
ハ
ワ
イ
の
留
学
児
と

の
交
流
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
、

厚
沢
部
の
子
た
ち
が
自
分
の
大
切

な
人
へ
と
手
渡
し
て
い
く
。
と
て

も
素
敵
な
つ
な
が
り
を
実
感
し
ま

し
た
。
保
育
園
留
学
は
、
訪
れ
た

ご
家
族
が
厚
沢
部
か
ら
暮
ら
し
体

験
を
「
受
け
取
っ
て
帰
る
」
だ
け

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互

い
に
、
自
分
の
大
切
な
も
の
を
贈

り
合
う
出
会
い
な
の
だ
と
心
を
動

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ュ
リ
ー
さ
ん
か
ら
は
「
は
ぜ

る
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
ん
な
に
も

地
域
の
暮
ら
し
に
深
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
私
た

ち
も
そ
れ
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ

て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
帰
っ
た
ら
ハ
ワ
イ
の
子
ど
も

た
ち
に
も
厚
沢
部
の
こ
と
を
紹
介

し
ま
す
ね
！
」
と
温
か
い
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
厚
沢
部

に
、
は
ぜ
る
に
、
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
ね
！

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　

蔡さ
い　

　

越え

つ

せ

ん

あ
先
】

▲ジュリーさんから「レイ」の作り方を
　教わる園児たち
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（４食分）

　

　ささ身を加えることでたんぱく質を補う

ことができます。お好みでトマトを加える

とさっぱりとした後味になり暑い夏におす

すめです。

【材料】 【数量】 【作り方】

ささ身 ２本 ①ささ身は筋を除き、耐熱皿
に移し、分量外の酒を振りか
けレンジで３分～４分加熱し
ます。あら熱が取れたら細か
く裂きます。　

②きゅうり、人参は千切りに
し、塩もみして水分を除きま
す。もやしは耐熱皿に広げ、
軽くラップをしてレンジで４
分ほど加熱します。ザルに移
してあら熱を取ります。

③ボウルに①、②、コーンを
混ぜ合わせ、●合わせ調味料
を加えて全体を味付けしま
す。白ごまを振りかけ完成で
す。

きゅうり １本

もやし １袋

人参 少々

コーン 少々

●中華だし 小さじ１

●砂糖 大さじ1/2

●ポン酢 大さじ４

●ごま油 大さじ１

白ごま 大さじ１

食改からのコ
メント

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

食生活
改　善
協議会

北
方
領
土
返
還

要
求
署
名
の
お
願
い

　

８
月
は
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
強
調
月
間
で
す
。
国
、
都
道
府

県
、
市
町
村
、
関
係
団
体
が
連
携

し
、
北
方
領
土
問
題
の
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
で
は
、
役
場
庁
舎
１

階
に
北
方
領
土
返
還
要
求
の
た
め

の
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

こ
の
署
名
を
通
じ
て
、
国
民
一
人

ひ
と
り
の
意
思
を
北
方
領
土
返
還

実
現
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

※
皆
様
か
ら
い
た
だ
く
署
名

は
、
国
会
法
第
79
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
に
請

願
提
出
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
３
１
３

花
壇
に
憩
い
の
ベ
ン
チ
が
仲
間
入
り
！

～
散
歩
の
途
中
に
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
～

７月１日付

採用
職員紹介

岡
おか

　明
あ す か

日香（24 歳）

新 ①所属　厚沢部町国保病院（看護師）

②出身　岩見沢市　　　　　　　　

③趣味　手芸（かぎ針編みで小物を作るのが好きです）　　　　　　　　　　　　

④特技　早起き

⑤座右の銘　無病息災

⑥コメント　岩見沢市は内陸のまちだったため、海に憧れがあ

り、海の近くに住みたくて引っ越してきました！厚沢部町も内

陸ですが（笑）海が近いし、山間地であることが岩見沢市と似

ていて親近感を感じます。少しでも早く職場の一員として貢献

できるように頑張ります！よろしくお願いします。

　

　

６
月
４
日

（木）
、
厚
沢
部
町
支
え
あ

い
協
議
体(

笹
谷
勝
博
会
長)

と
厚

沢
部
中
学
校
生
徒
で
総
合
体
育
館
前

の
花
壇
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植
栽

し
ま
し
た
。
今
年
で
４
年
目
と
な
り

ま
す
が
、
当
時
の
中
学
生
が
「
町
民

の
方
と
協
力
し
て
厚
沢
部
町
の
た
め

に
何
か
し
た
い
！
」
と
の
思
い
か
ら

始
め
た
活
動
で
す
。
開
始
し
た
こ
ろ

は
石
や
雑
草
が
多
か
っ
た
花
壇
も

年
々
華
や
か
に
な
り
、
夏
に
近
づ
く

に
つ
れ
て
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か

せ
通
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
花
壇
周
辺
に
ベ
ン
チ

１
基
と
丸
太
椅
子
５
台
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
の
丸
太
椅
子
は
、
支

え
合
い
協
議
体
の
会
員
が
作
製

し
、
ベ
ン
チ
は
ペ
ン
キ
を
塗
っ
て

仕
上
げ
ま
し
た
。

　

散
歩
途
中
な
ど
に
花
壇
を
眺
め

な
が
ら
の
一
休
み
に
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▲中学生と一緒に花を植えました

▲一休みに、どうぞご利用ください！

 

パ
ス
ポ
ー
ト
の
手
数
料
が　

 

変
わ
り
ま
し
た

　

旅
券
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
令
和
８

年
７
月
１
日
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
手
数
料
が

変
わ
り
ま
し
た
。

　

18
歳
以
上
の
10
年
旅
券
は
、
窓
口
申
請
が

９
，
３
０
０
円
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
８
，

９
０
０
円
に
な
り
、
18
歳
未
満
の
５
年
旅
券

は
、
窓
口
申
請
が
４
，
８
０
０
円
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
は
４
，４
０
０
円
に
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
18
歳
以
上
の
５
年
旅
券
は
廃
止
と
な

り
ま
す
。

　

手
数
料
改
定
に
伴
い
、
申
請
数
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
余
裕
を
持
っ
た
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

旅
券
手
数
料
改
定
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
左
記
特
設
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
。

★
パ
ス
ポ
ー
ト
相
談
特
設
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
０-

１
７
２
６-

１
８
２
４

金
婚
式
を
迎
え

ら
れ
る
皆
様
へ

　

町
で
は
厚
沢
部
町
に
住
所
を
有

し
、
か
つ
、
在
住
し
て
い
る
ご
夫

婦
に
対
し
、
金
婚
式
の
褒
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
９

年
３
月
31
日
ま
で
に
、
結
婚
50
年

の
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
対　

象
】

　

昭
和
51
年
４
月
１
日
～
52
年
３

月
31
日
の
間
に
ご
結
婚
さ
れ
た
ご

夫
婦
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
内　

容
】

　

婚
姻
年
月
日
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
内

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
６
４
‐
３
３
１
９

高
齢
者
マ
ー
ク
を

無
料
配
布
し
ま
す

　

町
で
は
、
自
動
車
を
運
転
す
る

高
齢
者
の
事
故
防
止
を
推
進
す
る

た
め
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
の
高
齢
運

転
者
標
識
を
無
料
配
付
し
て
い
ま

す
。
安
全
を
確
保
す
る
手
段
の
一

つ
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
対　

象
】

　

70
歳
以
上
の
方
ま
た
は
数
か
月

以
内
に
70
歳
に
な
る
方

【
配
布
場
所
】

　

厚
沢
部
町
役
場
住
民
税
務
課　

　

配
付
場
所
の
窓
口
で
申
請
い
た

だ
き
、
そ
の
場
で
配
付
い
た
し
ま

す
。
申
請
の
際
に
運
転
免
許
証
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

　

☎
６
４
‐
３
３
１
３
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☆問合せ先☆ 町保健福祉センター内　健康増進係　☎６４-３３１９

今月は、 栄養士　並川　麻子です

ごめんください
　　栄養士です！

426
夏野菜の魅力について

「自家菜園できゅうりがたくさん育つ」「トマトは毎日食べている」「ナス料理と言えば…」など話題と

なる夏野菜が旬を迎えます。旬の野菜は栄養価が高く、味も濃厚でおいしいことが特徴です。健康的に夏

を乗り越えるために、夏野菜を活用した食卓をおすすめします。 

 
１． 夏夏野野菜菜のの特特徴徴 

太陽の光をたっぷり浴びて色鮮やか！糖度が高く、うまみがたっぷり。 

生の状態で食べられるため、サラダや冷菜料理に向いています。 

・パプリカやナス、トマトは色鮮やかで食欲を刺激します 

          ・脂溶性(油脂に溶けやすい)ビタミンが主で油と組合せることで吸収率アップ 

 

 ２．夏夏野野菜菜のの健健康康効効果果 

暑さで失われやすいビタミンやミネラルが豊富に含まれ、夏バテ予防や疲労回復に役立ちます。

水分補給に優れ、熱中症予防とともに体を冷やす効果があります。 

          ・抗酸化作用のある野菜が多く、免疫力の向上に期待 

           ・トマトやきゅうり等は体感温度を下げる効果あり 

 

 

 

  

ト マ ト                              

 

きゅうり 

 

 
 
パプリカ・ピーマン 

 

 
 
とうもろこし 
 
 
そのほか、かぼちゃやおくら、ゴーヤなど様々な野菜があり、免疫力の向上や健康維持に役立ちます。 

地元で収穫された旬の野菜は、新鮮でおいしく安心して食すことができますので魅力的です。 

これからも厚沢部町の野菜の力に期待しましょう！  

 

定定番番のの夏夏野野菜菜

例 「リコピン」や「ビタミンＥ」の抗酸化作用により、がんや心疾患の
予防効果が期待。疲労回復効果のある「クエン酸」の摂取が可能。 

きゅうりと同様に水分が豊富。抗酸化作用はじめ食物繊維が多く含ま
れる。油と相性が良いため、炒め物や揚げ物に適している。 

 
 

美肌効果につながる「ビタミン C」「βカロテン」が含まれ、血液サラ
サラ効果もあり。料理の彩りとして大活躍。 

 

全体の約 90％が水分とされ、暑い季節の水分補給としておすすめ。 
「カリウム」が豊富でむくみ解消や高血圧予防効果が期待される。 

かぼちゃの仲間。生でも加熱でもおいしく食べられる。なす同様、油
と相性が良い。 

 
 食物繊維を多く含み腸内環境を整える効果あり。糖質を多く含むエネ

ルギー源であるため、食べ過ぎには注意。 

 

 

な    す 

 

ズッキーニ 

 

厚沢部町に豊富な

８月～９月の行事＆お知らせ

せ　
８月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科
　　12日（水） 午後も診療
　　18日（火） 
　　19日（水） 午前のみ

受 付
時 間

午前…  8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

　急遽変更になる場合がありますので予め確認願います。（17 時以降は道立江差病院が当番医となります）

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

　
膝をいたわって健康的な生活を膝をいたわって健康的な生活を

 

　年齢を重ねるにつれ、膝の痛みにお悩みではありま
せんか？変形性膝関節症は、痛みや歩きにくくなる

など生活で困ったことが多くなる疾患です。この疾

患の予防や進行を緩やかにするために、運動が有効

とされています。今回から効果的な運動や必要な知

識をわかりやすく説明します。

変形性膝関節症とは？
膝の軟骨が少しずつ減少して、変形したり骨がこす

れて、痛みが起こる病気です。症状としては、痛み

や水がたまる、こわばりなどが生じます。

骨と骨がぶつかって、軟骨がすり減って、滑
かつまく

膜の炎

症を引き起こすこともあります。

　　　　※日本理学療法士協会：理学療法ハンドブックより
　　　　　　　　　　　　　　　理学療法士　田口　明　

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)

整 形 外 科 
（完全予約制）

午前　月・火・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　水・金曜日　

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　4.25日（午前11時迄の受付）
午後　4.20.25日（完全予約制）

呼吸器内科
午前　金曜日（午前11時迄の受付）
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　14.28日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　17日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科
午前　月～金曜日
午後　月曜日

精 神 科
午前　月～金曜日（初診は完全予約制）
午後　月・火・水曜日（完全予約制）

産 婦 人 科
午前　17.18.25日（午前11時迄の受付）
午後　17.24日

耳鼻咽喉科
午前　4.5.12.13.18.19.27日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　12.26日

眼 科
午前　13.27日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　5.19.26日

皮 膚 科 午前　火曜日

当番医 病 院 名（電話番号） 当番医 病 院 名（電話番号）

8月1日（土） 勤医協診療所（52-1366） 2日（日） 道立江差病院（52-0036）

8日（土） 乙部町国保病院（62−2331） 9日（日） 上ノ国診療所（55-2017）

11日（火） 道立江差病院（52-0036） 15日（土） 厚沢部町国保病院（64−3036）

16日（日） 勤医協診療所（52-1366） 22日（土） 上ノ国診療所（55-2017）

23日（日） 道立江差病院（52-0036） 29日（土） 厚沢部町国保病院（64−3036）

30日（日） 乙部町国保病院（62−2331）

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

正常 変形性膝関節症

滑
かつまく

膜
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－８月～９月の行事＆お知らせ－ －８月～９月の行事＆お知らせ－

運
転
免
許
更
新
時
講
習

◎
ま
な
び
っ
く

☆
８
月
６
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

☆
８
月
27
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
８
月
19
日

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

道
南
農
業
試
験
場
公
開
デ
ー

　

農
業
試
験
場
で
研
究
し
て
い
る

こ
と
や
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。
試

験
畑
の
見
学
や
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

●
開
催
日
時

　

８
月
６
日

（木）
あ
13
時
～
15
時

●
参
加
費　

無
料

●
場
所　

道
南
農
業
試
験
場

　
　
　

北
斗
市
本
町
６
８
０
番
地

●
そ
の
他　

家
庭
菜
園
で
お
困
り

の
方
、
技
術
・
病
害
虫
相
談
も
行

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

道
南
農
業
試
験
場

☎
０
１
３
８
‐
７
７
‐
８
１
１
６

　　ふるさと納税で厚沢部町を
　　応援してください！
　　　　　（町特設ＨＰは右記から）

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

上
里
・
佐
藤
美
登
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
は
事
業

主
の
方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た
時

に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の

退
職
金
制
度
で
す
。

●
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、

　

法
人
で
は
損
金
、
個
人
企
業
で

　

は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

●
掛
金
の
一
部
は
国
が
免
除
し
ま
す
。

●
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退

　

職
金
は
企
業
間
を
通
し
て
計
算

　

さ
れ
ま
す
。

◆
事
業
主
の
皆
様
へ

〇
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ

　

て
適
正
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。

〇
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従

　

事
者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
時

　

は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求

　

す
る
よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

　

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事

　

業
本
部

　
　
☎
０
３-

６
７
３
１-

２
８
８
９

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）
へ
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

★南部桧山清掃センターからのお知らせ★

８月 15 日・29 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。

ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。

【問合せ先：南部桧山清掃センター（☎ 0139-53-6301）】

　

　

広報あっさぶ
巻末４コマ漫画

第 11 回

ジャンボコロッケ

檜
山
広
域
行
政
組
合
消
防
職
員

（
厚
沢
部
消
防
署
）
採
用
試
験

令
和
８
年
度
第
２
回

（
令
和
９
年
４
月
１
日
付
け
採
用
）

◆
一
次
試
験
：
９
月
27
日

（日）

◆
申
込
期

　

８
月
３
日

（月）
か
ら
８
月
17
日

（月）

◆
試
験
場
所

　

檜
山
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

◆
職
種
・
募
集
人
数

　
　
　
　
　

救
急
救
命
士　

１
名

◆
資
格
要
件
・
応
募
方
法

　

厚
沢
部
消
防
署
の
採
用
情
報
の

み
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

　

檜
山
管
内
各
消
防
署
の
採
用
情

報
を
含
め
た
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
檜
山
広
域
行
政
組
合
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
下
さ

い
。

【
問
合
せ
先
】

檜
山
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
庶

務
課　

☎
５
２
‐
３
０
２
６

　　檜山広域行政組合公式ＨＰ

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

□
Ａ
区
分

◆
学
歴　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
等
を
卒

業
し
た
者
・
令
和
９
年
３
月
末
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

◆
年
齢　

平
成
３
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

□
Ｂ
区
分

◆
学
歴　

Ａ
区
分
以
外
の
者
（
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
に
在

学
中
の
者
を
除
く
）

◆
年
齢　

平
成
３
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

◆
受
付
期
間　

７
月
１
日

（水）

　
　
　
　
　
　
　

～
８
月
14
日

（金）

【
問
合
せ
先
】　

　

江
差
警
察
署
警
務
課

　
　
　
　
　

☎
５
２
‐
０
１
１
０

乙
部
町
で

ア
ジ
ア
ン
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ

　

昨
年
厚
沢
部
町
を
沸
か
せ
た
ア

ジ
ア
ン
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
が
乙
部

町
に
や
っ
て
き
ま
す
。

●
日
時　

９
月
３
日

（木）　

　
　
　

19
時
～（
開
場
18
時
30
分
）

●
場
所　

　
　

乙
部
町
民
会
館

●
参
加
費　

　

前
売
券　

３
０
０
０
円

　

当
日
券　

３
５
０
０
円

※
前
売
り
券
は
、
厚
沢
部
町
役
場

住
民
税
務
課
（
三
戸
）
で
購
入
で

き
ま
す
。

★
問
合
せ
先

　

ア
ジ
ア
ン
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ　
　
　
　
　

☎
０
７
０
‐
５
５
９
９
‐
０
１
１
５

　

住
民
税
務
課
・
三
戸

☎
０
９
０
‐
３
１
１
１
‐
５
４
６
６

交
通
事
故
死
ゼ
ロ

　
　
　
　

２
０
０
０
日
達
成

　

令
和
８
年
７
月
２
日

（木）
を
も
っ

て
、
厚
沢
部
町
内
の
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

交
通
安
全
に
対
す
る
心
が
け
と
、

関
係
機
関
、
団
体
等
の
継
続
的
な

啓
発
活
動
の
成
果
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

今
後
も
、
交
通
安
全
意
識
の
向

上
を
図
り
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

友だち登録を
お願いします

イベント情報、災害情報をお届けします。

厚沢部町公式ＬＩＮＥ
お友だち募集中！

不法投棄は
犯罪です！
見られてない・バレないから
という考えはやめましょう。
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広報あっさぶ

令和８年８月号（第 752 号）

あとがき

淡
麗
な
味
わ
い
の
生
原
酒

　

厚
沢
部
町
産
酒
米
を
使
っ
た
日
本
酒
「
純

米
大
吟
醸　

第
２
章　

生
原
酒
」
が
６
月
に

完
成
し
、
６
月
27
日

（土）
に
開
催
さ
れ
た
う
ず

ら
綱
引
き
祭
に
て
お
披
露
目
、
先
行
販
売
さ

れ
ま
し
た
。

　

酒
米
の
生
産
か
ら
手
が
け
る
木
村
玲
香
さ

ん
（
字
富
里
）
と
前
田
潤
子
さ
ん
（
字
富
栄
）

は
、
昨
年
の
10
月
に
、「sakeyome 

works

（
サ
ケ
ヨ
メ
ワ
ー
ク
ス
）合
同
会
社
」を
設
立
。

箱
館
醸
造
有
限
会
社
と
共
に
製
造
し
た
日
本

酒
の
販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
道
の
駅
を

は
じ
め
、
町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
酒
類
販
売
店
に
て
販
売
中
で
す
。
価
格
は

２
，
６
４
０
円
（
税
込
）
で
す
。

厚沢部町産酒米で日本酒が誕生！厚沢部町産酒米で日本酒が誕生！

令和８年６月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,028 887 980 1,867（－1）

鶉地区 303 261 275 536（－1）

館地区 409 343 371 714（ー4）

全 町 1,740 1,491 1,626 3,117（－6）

※外国人住民を含む

町の人口

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（７月 21 日届出分まで）

戸籍の窓

おくやみもうしあげます

赤沼町　國仙　洋子さん（92 歳）  6/20

当　路　大内　竹雄さん（91 歳）　7/6

館　町　米田アツ子さん（86 歳）　7/8

赤沼町　佐 むつ子さん（75 歳）　7/16

（7 月20日届出分まで）

今月の寄附件数 156件

今月の寄附金額 2,253千円
令和８年度

寄附件数累計 278件
令和８年度

寄附金額合計 6,278千円

前年度寄附金額 22,098千円

おたんじょうおめでとう！

赤沼町　澤井　鈴
すず

　ちゃん　　 　6/22

　　　（裕さん＆笑美さん）

　

日
本
酒
完
成
に
あ
た
り
、
木
村
さ

ん
は
「
よ
う
や
く
形
に
な
っ
て
感
無

量
。
ス
ッ
キ
リ
し
た
味
わ
い
で
、
ど

ん
な
お
料
理
に
も
合
う
日
本
酒
が
で

き
た
。
生
原
酒
な
の
で
、
時
間
の
経

過
と
共
に
変
わ
る
味
わ
い
も
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
「
完
成
し
た
日
本
酒

を
た
く
さ
ん
の
方
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

『
第
２
章
』
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
木
村
さ
ん
は
「
農
家
に
嫁

い
で
第
２
の
人
生
が
始
ま
っ
た
私
た

ち
の
よ
う
に
、
飲
む
方
の
次
の
物
語

に
寄
り
添
え
る
日
本
酒
で
あ
り
た
い

と
い
う
想
い
を
込
め
た
。
厚
沢
部
町

の
新
た
な
特
産
品
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
も
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
」
と

日
本
酒
に
込
め
た
想
い
を
語
り
ま
し

た
。

▲日本酒の販売を開始した木村玲香さん（左）と前田潤子さん（右）

▲「純米大吟醸　第２章」

▼
う
ず
ら
綱
引
き
祭
り
に
役

場
チ
ー
ム
で
出
場
し
ま
し
た
。

応
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
惜
し
く
も

役
場
チ
ー
ム
は
４
位
で
し
た

が
、
綱
引
き
前
の
マ
イ
ク
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
評
価
い
た
だ

き
、
実
行
委
員
長
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
い
に
こ
じ
ら
せ

た
思
春
期
か
ら
大
事
に
育
ん

で
き
た
私
の
感
性
。
そ
の
感
性

か
ら
出
た
言
葉
を
会
場
の
皆

さ
ん
で
笑
っ
て
い
た
だ
き
、
評

価
を
い
た
だ
い
て
、
（
だ
い
ぶ

大
げ
さ
に
言
っ
て
）
こ
じ
ら
せ

過
ぎ
て
悶
々
と
し
て
い
た
あ

の
頃
の
私
が
報
わ
れ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
実
行
委
員

長
賞
を
も
ら
っ
た
あ
の
時
か

ら
、
私
の
第
２
章
が
開
幕
。

▼
夏
ま
つ
り
、
大
雨
で
し
た
。

結
構
な
雨
が
降
る
中
で
も
た

く
さ
ん
の
方
に
来
場
い
た
だ

き
、
ジ
ャ
ン
ボ
コ
ロ
ッ
ケ
や
歌

謡
シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
江
裕
さ
ん
の

生
歌
唱
、
雨
を
吹
き
飛
ば
す
よ

う
な
迫
力
が
あ
っ
て
と
て
も

良
か
っ
た
で
す
ね
。

▼
裏
表
紙
で
紹
介
し
た
日
本

酒
、
み
な
さ
ん
も
う
飲
ま
れ
ま

し
た
か
？
厚
沢
部
町
産
の
酒

米
を
使
用
し
た
純
米
大
吟
醸

で
、
火
入
れ
を
し
て
い
な
い
生

原
酒
で
す
。
時
間
の
経
過
で
味

が
変
化
す
る
そ
う
な
の
で
、
ま

た
飲
み
た
く
な
り
ま
す
ね
。
ま

た
、「
第
２
章
」
と
い
う
名
前
に

は
「
飲
む
方
の
次
の
物
語
に
寄

り
添
う
日
本
酒
で
あ
り
た
い
」

と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
来
年
長
女
が

小
学
校
入
学
な
の
で
、
入
学
式

に
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
（
ピ
カ
チ
ュ
ウ
ロ
ケ
ッ
ト
）

時
と

間
き

刻 む
を


